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問1～10に答えよ。(各10点)

問1  直流送電設備が，我が国の電力流通に果たす役割について，具体的な例を挙げて説明せよ。

→ 佐久間(周波数調整)，新信濃(同)，東清水(同)，北本(2社間の電力融通)，南福光(同)，紀伊水道(同)のいずれかを説明していること
問2  我が国における原子力発電所の果たす役割を，日負荷曲線を交えて説明せよ。

→ ベース部分を担当，その理由として出力固定であり，また燃費が安いことを説明していること。
問3  SVCのうち1種類を取り上げ，基本構成回路と動作について説明せよ。

→ TCR，TSCなどの基本構成回路と，動作状況が説明されていること。
問4  三相送電線回路に生じる相互キャパシタンスを，中性点から見たキャパシタンスに換算する方法について説明せよ。

→ Δ形に組まれた回路が，Δ-Y変換することにより，1相分が元のキャパシタンスの3倍になることが説明されていること。
問5  送電線の分布定数回路の解析に関して，テキストp.11，図4右側のノードと左側のノードの電位差はどのように数式で記述されるかを示せ。
→ 
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問6  送電線の分布定数回路の解析に関して，テキストp.13，図1の
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のみの関数として表しなさい。

→ 
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問7  サージインピーダンス
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の線路から，
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の線路に電位Vが進行した。進行波と反射波を求めよ。
→ 進行波
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，反射波
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問8  Find leakage reactance of a transformer in pu, rated capacity: 500MVA, primary rated voltage : 100kV, secondary rated voltage : 20kV, windings : wye-delta windings, equivalent leakage reactance seen from secondary terminal: 1(.

→ 
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問9  A transmission line is connected. Its impedance is 
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 [(]，ground shunt admittance 
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 [S]，sending side voltage is 
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. Find radius of the receiving side power circle diagram.

→ 
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，ただし3144も正解とする

問10  誤りはどれか? またその部分を修正せよ。
A. わが国の電力系統では広域運用体系が実施されており，直流送電技術が果たす役割も大きい。

B. 平日と休日では，人間の行動スタイルが異なることから，日負荷曲線の特徴も異なる。

○C. リアクトルの位相制御はサイリスタでは困難(→可能)であるが，キャパシタ位相制御は可能(→不可能)である。

D. 軽量化と耐張力性の両方を目指した，鋼線とアルミ線を混合した送電線が存在する。

E. サージインピーダンスを用いることにより，伝送線路の特性を把握することができる。
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